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◉
施
政
方
針
の
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で（
市
長
の
ペ
ー
ジ
）

　
　

 http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

《
施
政
方
針
の
要
旨
》

　

わ
が
国
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
は
、新
政
権
の
も
と
、

経
済
再
生
に
向
け
「
復
興
・
防
災
対
策
」「
成
長
に
よ

る
富
の
創
出
」「
暮
ら
し
の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
を

重
点
３
分
野
と
設
定
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
大
型
補

正
予
算
と
平
成
25
年
度
予
算
を
一
体
と
し
た
「
15
カ
月

予
算
」
と
位
置
づ
け
、
切
れ
目
の
な
い
経
済
対
策
で
景

気
を
底
上
げ
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
地

方
自
治
体
に
対
し
て
も
、
公
共
事
業
を
後
押
し
す
る
た

め
の
臨
時
交
付
金
や
、
防
災
・
安
全
に
資
す
る
た
め
の

交
付
金
の
創
設
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

市
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
を
積
極
的
に
取
り
込
ん
で
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
震
災

以
降
、
本
市
に
お
い
て
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
・
減

災
に
対
す
る
意
識
は
一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
を
始
め
、
地
域
の
こ
と
を
一
番

よ
く
知
る
自
主
防
災
会
を
中
心
に
、
各
地
域
の
状
況
に

応
じ
た
、き
め
細
や
か
な
対
応
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

被
害
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
一
歩
一
歩
着
実
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

今
年
１
月
に
は
、本
市
が
推
進
す
る
「
た
は
ら
エ
コ
・

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
構
想
」
を
後
押
し
す
る
形
で
、
新
た

に
７
万
７
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

施
設
が
、
着
工
・
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
国
内
最
大
級
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
集
積
地
・
拠
点
と
し
て
、
今

後
も
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

本
市
で
は
「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
担
う
」
と
い
う
強

い
意
志
と
責
任
の
も
と
に
、
地
域
が
有
す
る
人
・
自
然
・

産
業
・
文
化
な
ど
の
経
営
資
源
を
最
大
限
活
用
し
て
、
自

立
し
た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
域
経
済
の
活
力
向
上
が
必
要
不

可
欠
で
あ
り
ま
す
。
幸
い
に
し
て
本
市
に
は
農
業
・
商
業
・

工
業
な
ど
多
様
な
産
業
資
源
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ
れ

ら
を
さ
ら
に
活
か
し
て
、
元
気
な
田
原
市
を
創
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

本
市
に
と
っ
て
新
年
度
は
「
２
つ
の
節
目
」
の
年
に
当

た
り
ま
す
。
一
つ
は
改
定
し
た
第
１
次
田
原
市
総
合
計
画

の
ス
タ
ー
ト
、
も
う
一
つ
は
、
合
併
し
て
10
年
を
迎
え
、

市
制
施
行
10
周
年
記
念
に
当
た
る
年
で
あ
り
ま
す
。

　

成
熟
型
の
社
会
を
迎
え
る
中
で
、
人
々
の
価
値
観
は
多

様
化
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
震
災
以
降
、
家
族
・
友
人
・

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い
な
ど
「
絆
」
の
大
切
さ

が
再
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
は
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
と
し
て「
市
民
の
幸
福
」に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
「
み
ん
な
が
幸
福
を
実
現
で
き
る
ま
ち
」
を
、

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
し
、
総
合
計
画
を
改
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

合
併
し
て
10
年
、
渥
美
半
島
が
一
体
と
な
っ
た
今
、
こ

れ
ま
で
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
田
原
市

の
魅
力
を
再
認
識
・
再
発
見
す
る
と
と
も
に
、
次
の
10
年

に
向
け
て
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

平成25年度

田原市のまちづくり

　２月28日（木）に開会した田原市議会第１回定例会の冒頭、

鈴木克幸田原市長は、平成25年度の市政運営を明らかにする

施政方針の演説を行いました。また、同定例会では、平成25年

度予算案も原案どおり可決されましたので、施政方針の要旨

と新年度予算の概要をお知らせします。
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《
予
算
の
概
要
》

歳
出　

平
成
25
年
度
は
、
三
河
田
原
駅
周
辺
の
整
備
や
新
給

食
セ
ン
タ
ー
建
設
な
ど
の
大
型
事
業
が
あ
り
、
ま
た
、
防

災
・
減
災
事
業
な
ど
早
急
に
対
処
す
べ
き
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
た
め
、
一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
前
年
度
比
22
・

８
億
円
増
の
２
９
０・５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入　

市
税
総
額
は
約
１
３
１
億
円
（
前
年
度
比
０・７
億
円

減
）
の
見
込
み
で
、
う
ち
法
人
市
民
税
は
６・６
億
円
と
、

引
き
続
き
低
調
と
な
る
見
込
み
で
す
。
市
債
並
び
に
財
政

調
整
基
金
等
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
な
財
源
を

確
保
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
重
点
事
業

1
地
域
の
安
心
安
全
の
向
上　

2
ふ
る
さ
と
人
材
の
育
成

3
地
域
の
活
力
創
出　

4
快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地

づ
く
り　

▼
財
政
課
☎
23
局
３
５
９
１

会計名 予算額 対前年度伸率

◦一般会計 290 億 5000 万円 8.5％
◦特別会計 163 億　612 万円 6.9％

内　

訳

給食センター給食費 2 億 9378 万円 △　1.5％
国民健康保険 77 億　346 万円 3.6％
公共下水道事業 16 億 3710 万円 12.7％
農業集落排水事業 17 億 7755 万円 15.0％
田原福祉専門学校 1 億 2162 万円 1.3％
介護保険 40 億 8601 万円 10.1％
中心市街地商業等活性化事業 2932 万円 6.1％
後期高齢者医療 6 億 5725 万円 △　1.1％

◦水道事業会計 18 億 6080 万円 △　1.3％
合計 472 億 1692 万円 7.5％

税目名 予算額 対前年度伸率

◦市民税 41 億 2826 万円 1.0％

内 

訳
個人市民税 34 億 7050 万円 △　1.7％
法人市民税 6 億 5776 万円 17.9％

◦固定資産税 78 億 3040 万円 △　2.2％

内　

訳

土地 20 億 0000 万円 △　1.0％
家屋 23 億 8000 万円 △　3.3％
償却資産 34 億 1300 万円 △　2.2％
滞納繰越分 3000 万円 0.0％
交付金 740 万円 △　2.6％

◦軽自動車税 1 億 5400 万円 2.0％
◦市たばこ税 4 億 6000 万円 21.1％
◦鉱産税 10 万円 0.0％
◦特別土地保有税 0 万円 0.0％
◦都市計画税 5 億 2600 万円 △　3.0％

合計 130 億 9876 万円 ▲　0.5％

❖会計別予算 ❖市税の内訳

市税

地方交付税市債

国庫支出金

県支出金

地方消費税交付金

繰越金

130億9876万円

33億2000万円31億円

30億605万円

12億806万円

6億3500万円

8億2900万円

45.1%

11.4%10.7%

10.3%

繰入金
18億4285万円
6.3%

4.2%

2.2%
2.9%

5.3%その他 
15億4425万円

地方譲与税
4億6600万円
1.6%

290億5000万円
100％

歳入
合計

公債費

民生費

総務費

教育費

農林水産業費

商工費

衛生費

土木費

その他

消防費

76億2722万円

42億4457万円

39億4251万円34億3706万円

27億4390万円

15億6715万円

23億3491万円

3億91万円13億4623万円

15億549万円 26.3%

14.6%

13.6%11.8%

9.4%

5.4%

8.0%

1.1%4.6%

5.2%

290億5000万円
100％

歳出
合計

❖一般会計の内訳

※グラフおよび表中の予算額は１万円未満が切り捨ててあるた
め、合計額とは一致しない場合があります。

平成25 年度

田原市のまちづくり

一般会計

給食センター給食費
国民健康保険

農業集落排水事業

田原福祉専門学校

介護保険

290億5000万円

2億9378万円77億346万円

17億7755万円

公共下水道事業
16億3710万円

水道事業会計
18億6080万円

後期高齢者医療
6億5725万円

一般
会計

特別
会計

中心市街地商業等活性化事業
2932万円

40億8601万円

1億2162万円

❖全会計 472億1692万円
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 平成25年度

主な取組

みんなが幸福を実現できるまちを
目指して

　

東
日
本
大
震
災
や
笹
子
ト
ン
ネ
ル
崩
落
事
故
な
ど
を
教
訓

と
し
た
防
災
・
老
朽
化
対
策
の
推
進
、
高
齢
化
社
会
に
備
え

る
た
め
の
介
護
施
設
の
整
備
促
進
な
ど
に
重
点
を
置
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
安
心
・
安
全
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

建
築
物
耐
震
化
の
推
進 

…
… 

１
億
２
６
２
３
万
円

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
２
０
０
件
、
木
造
住
宅
耐
震
改

修
補
助
40
件
、
保
育
園
園
舎
改
修
（
東
部
・
大
草
・
福
江
）、

保
育
園
遊
戯
室
改
修
（
中
部
）
な
ど

　
施
設・イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策 

… 

３
億
８
５
９
２
万
円

水
道
管
路
耐
震
化
、
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定
、
公

共
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
な
ど

　

介
護
施
設
整
備
の
促
進 

…
…
… 

２
億
６
７
１
万
円

小
規
模
特

別
養
護
老

人
ホ
ー
ム・

認
知
証
対

応
型
共
同

生
活
介
護

（
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
）

施
設
へ
の

整
備
補
助

な
ど

■
■　

地
域
の
安
心
安
全
の
向
上

　
「
ふ
る
さ
と
に
学
ぶ
教
育
」の
一
環
と
し
て
、感
性
を
磨
き
、

夢
を
も
っ
て
心
豊
か
に
生
き
る
子
ど
も
の
育
成
、
ま
た
、
農

産
物
や
観
光
資
源
な
ど
の
魅
力
に
つ
い
て
、
消
費
者
や
観
光

客
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
人
材
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

体
験
学
習
の
推
進 

…
…
…
…
…
… 

７
５
３
４
万
円

【
新
規
】
出
会
い
と
体
験
の
道
場
な
ど

【
継
続
】
ふ
る
さ
と
学
習
宿
泊
体
験
、ふ
る
さ
と
教
育
な
ど

　

野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
育
成 

…
…
…
…
… 

２
４
５
万
円

市
の
野
菜
の
宣
伝
や
食
育
の
普
及
啓
発
活
動
の
中
心
的
担

い
手
と
な
る
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
養
成
講
座
開
催
な
ど

　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成 

…
…
… 

５
５
８
万
円

観
光
地
を
案
内
・
紹
介
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座
開
催
な
ど

厳しい財政状況の中、市民生活に直結する子育
て・福祉・教育などの行政サービスを維持しなが
ら、課題に対応するため、選択と集中による予算
編成を行いました。
ここでは、主な事業と予算額をご紹介します。

▼財政課☎23局3591   ※金額は1万円未満切り捨て

　＝新規事業　　　＝拡充事業
　＝継続事業　　　＝継続＋新規事業
新 充
続項目記号

「自立した地域づくり」予算

＋

■
■　

ふ
る
さ
と
人
材
の
育
成

●高齢化社会に備えた安心安全を

●田原市の魅力を伝える人材を育成

充充新

＋新 新
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こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
ほ
か
に
も
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念

な
ど
特
筆
す
べ
き
取
組
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

市
制
施
行
10
周
年
記
念 

…
…
…
… 

１
０
０
３
万
円

ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱
、記
念
式
典（
10
月
27
日
日
）の
開
催
、

市
民
か
ら
の
公
募
に
よ
る
10
周
年
記
念
事
業
の
委
託
な
ど

　
新
給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備 

… 

17
億
４
０
２
５
万
円

施
設
整
備
、
開
業
準
備
な
ど
（
市
内
の
全
保
育
園
、
幼
稚

園
、
小
・
中
学
校
に
提
供
）

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
推
進 

…
…
… 

３
２
７
５
万
円

【
新
規
】

電
気
自
動
車

等
普
通
充
電

設
備
設
置
へ

の
補
助
（
事

業
者
用
４

件
）

【
継
続
】

電
気
自
動
車

等
購
入
や
太

陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置

に
対
す
る
補

助
な
ど

　

農
産
物
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
観
光
振

興
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
元
気
を
下
支
え
し
ま
す
。

　

農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進 

…
… 

２
７
６
４
万
円

【
新
規
】
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
策
定
、
農
畜
産
物
販
路
拡

大
な
ど

【
継
続
】
農
畜
産
物
消
費
宣
伝
事
業
な
ど

　

６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
の
推
進

 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

６
１
０
万
円

６
次
産
業
化
・
農
商
工
連
携
起
業
塾
開
催
、
事
業
モ
デ
ル

構
築
補
助
、
農
商
工
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
支
援
な
ど

　

蔵
王
山
整
備
・
運
営 

…
…
…
…
… 

４
４
２
８
万
円

【
新
規
】
展
望
台
改
修
計
画
策
定
、
幸
せ
の
鐘
設
置

【
継
続
】
風
力
発
電
の
維
持
管
理
な
ど

　
　

三
河
田
原
駅
周
辺
整
備
を
基
軸
に
、
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
ぐ
る
り
ん
バ
ス
を
始
め
と
し
た
地
域
公

共
交
通
の
維
持
・
確
保
や
街
並
景
観
の
保
全
に
も
配
慮
し
ま

す
。

　

三
河
田
原
駅
周
辺
整
備 

…
… 

14
億
４
０
５
６
万
円

田
原
駅
前
通
り
線
・
田
原
駅
南
線
整
備
、
駅
前
広
場
整
備

工
事
等
、
駅
前
広
場
用
地
取
得
、
線
路
移
転
工
事
・
駅
舎

建
設
支
援
な
ど

　

ぐ
る
り
ん
バ
ス
運
行 

…
…
…
… 

１
億
２
５
９
万
円

【
新
規
】
乗
合
タ
ク
シ
ー
運
行
補
助
（
八
王
子
線
）

【
継
続
】
ぐ
る
り
ん
バ
ス
運
行
業
務
な
ど

　

街
並
景
観
保
全 

…
…
…
…
…
…
…
… 

６
３
９
万
円

景
観
形
成
基
準
の
策
定
な
ど

■
■　

地
域
の
活
力
創
出

■
■　

快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る

　
　

市
街
地
づ
く
り

■
■　

そ
の
他

●すばらしい景観を次世代につなげます

＋ 続続

●市で生産される農産物に付加価値を

＋新＋

●見学や試食ができる新給食センターの整備を進めます

新続＋

│ 5 │　　　　　　　　　　平成25 年4月1日



10
th A

nniversary E
vent 

田
原
市
は
平
成
25
年
に
市
制
施
行
10

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
節
目
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
と
ら
え
、

未
来
に
向
け
た
新
し
い
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、市

民
の
皆
さ
ん
が
田
原
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

を
再
発
見・再
認

識
し
、郷
土
愛
を

高
め
る
こ
と
が
で

き
る
各
種
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

奥
州
平
泉
や
鎌
倉
な
ど
に
美
と
技
が
提
供

さ
れ
た
渥
美
窯
。今
や
ま
ぼ
ろ
し
の
窯
と

な
っ
た
そ
の
作
品
が
、８
０
０
年
ぶ
り
に
田

原
市
へ
里
帰
り
し
ま
す
。（
国
宝
秋あ

き
く
さ
も
ん
こ

草
文
壺

や
重
要
文
化
財
芦あ

し
さ
ぎ
も
ん
さ
ん
じ
こ

鷺
文
三
耳
壺
な
ど
を
展

示
予
定
）

■
嚶お

う
め
い鳴
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
田
原（
第
７
回
嚶
鳴

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
）／
10
月

　

ふ
る
さ
と
の
先
人（
田
原
市
で
は
渡
辺
崋

山
な
ど
）を
活い

か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
14
市
町
が
参
加
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。

先
人
の
志
と
行
動
力
に
学
ぶ
自
治
体
の
交

流
会
を
、田
原
市
で
開
催
し
ま
す
。

■
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
／
10
月

　

式
典
や
表
彰
な
ど
を
行
う
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
。

■
ブ
ッ
ク・フ
ェ
ス
タ
／
11
月

　

本
を
介
し
て
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
祭
典

を
開
催
し
ま
す
。（
一
箱
古
本
市
、ブ
ク
ブ
ク

交
換
、講
演
会
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
）

※
こ
の
ほ
か
、市
制
施
行
10
周
年
記
念
の
原

動
機
付
自
転
車
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
作

製
や
、市
内
の
小
・
中
学
校
で
10
周
年
の

記
念
給
食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

1

平
成
25
年
度
に
田
原
市
は
市
制
施
行
10
周
年
！

田
原
市
の
魅
力
を
再
発
見
・
再
発
信
す
る
事
業
を
開
催
し
ま
す

  

記
念
事
業
を
開
催

▪
市
主
催
記
念
事
業

　

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
、市
が

主
体
と
な
り
記
念
事
業
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
特
別
展 

「
渥
美
窯 

国
宝
を
生
ん
だ
そ
の

　

美
と
技
」（
仮
称
）／
10・11
月

　

平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
、当

時
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
地
で
あ
る

【重要文化財芦鷺文三耳壺】高さ 40 ㎝の壺の肩を縦と横
の線で区切り、その一面に芦が生えている水辺に戯れる鷺
が描かれています。このような壺に絵を描くのは渥美窯の
得意とするところで、他には見られない特徴です。これら
の洗練された感覚は王朝の美意識に通じるもので、同様の
意匠を持つ壺片が奥州の藤原氏の平泉でも発見されていま
す。国宝の秋草文壺と並び高く評価されている、日本の陶
磁器を代表する名品です。（愛知県陶磁資料館蔵）

▪
冠
事
業

　

従
来
か
ら
市
が
主
催
も
し
く
は
共
催
で

実
施
し
て
い
る
事
業
で
、「
市
制
施
行
10
周

年
記
念
」の
冠
を
付
け
実
施
し
ま
す
。市
制

施
行
10
周
年
の
実
施
期
間
内
に
行
わ
れ
、

多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
、田
原
市
の
魅
力

を
内
外
に
広
く
啓
発
で
き
る
事
業
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

▪
春
の
企
画
展「
田
原
の
美
術 

川
口
四
郎
、

　

入
江
窈
・
光
太
郎
展
」／
４・５
月

▪
第
10
回
市
民
緑
花
ま
つ
り
／
４
月

▪
農
業
祭
／
５
月

▪
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
伊
良
湖
大
会
／
９
月

▪
企
画
展「
渡
辺
崋
山
・
椿
椿
山
が
描
く
花

　
・
鳥
・
動
物
の
美
」／
９・
10
月

▪
ラ
ジ
オ
深
夜
便
の
つ
ど
い
／
10
月

▪
田
原
市
民
ま
つ
り
／
10
月

▪
企
画
展「
没
後
50
年 

松
林
桂
月
展 

水  

　

墨
を
極
め
、画
中
に
詠
う
」／
11
～
１
月

※
こ
の
ほ
か
、中
央
公
園
植
樹
祭
、企
画
展

「
第
28
回
風
景
の
絵
画
展 

渥
美
半
島

を
行
く
」、収
穫
祭
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
（
日
程
は
調
整
中
）
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公
募
・
協
賛
事
業
を
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
柔
軟
な
発
想
や
ア
イ
デ

ア
を
活
か
し
、田
原
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

を
再
発
見
で
き
、市
内
外
に
発
信
で
き
る
よ

う
な
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▪
公
募
事
業

　

田
原
市
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
方
、ま

た
は
活
動
実
績
の
あ
る
方
や
各
種
団
体
な

ど
が
実
施
す
る
、田
原
市
の
人
や
物
、地
域

の
資
源（
特
産
物・自
然
景
観
）な
ど
を
活
か

し
た
新
た
な
取
り
組
み
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。

多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
、市
内
で
市
制
施

行
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
。

※
募
集
締
め
切
り
／
４
月
30
日
火（
委
託

　

事
業
）

▪
協
賛
事
業

　

市
民
や
各
種
団
体
な
ど
の
皆
さ

ん
が
平
成
25
年
度
中
に
実
施
し
、

「
市
制
施
行
10
周
年
記
念
」の
名
称

（
冠
）を
付
け
て
市
制
施
行
10
周
年

を
盛
り
あ
げ
て
い
た
だ
け
る
事
業
。

※
い
ず
れ
も
、政
治
活
動
や
宗
教
活

動
、営
利
を
主
な
目
的
と
す
る

も
の
、公
の
秩
序
を
乱
す
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
な
ど
は
除
き
ま

す
。公
募
・
協
賛
事
業
に
つ
い
て

は
、詳
し
く
は
広
報
た
は
ら
３
月

１
日
号
４
頁
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

  

ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
決
定

　

市
制
施
行
10
周
年
の
ロ
ゴマ
ー
ク
が
決
定

し
ま
し
た
。今
年
度
行
わ
れ
る
、各
種
の
市

制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
な
ど
で
使
用
し

ま
す
。

【
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
】

　

田
原
市
の
将
来
を
担
う
子
ど

も
が
笑
顔
で
手
を
振
る
姿
を
モ

チ
ー
フ
に
し
て
い
ま
す
。「
１
」は

手
と
植
物
を
表
す
と
と
も
に
、

大
地
の
恵
み
や
農
作
物
も
表
し

て
い
ま
す
。「
０
」は
子
ど
も
の

笑
顔
と
海
を
表
す
と
と
も
に
、

豊
か
な
海
の
恵
み
や
環
境
も
表

し
て
い
ま
す
。　

▪
ロ
ゴ
マ
ー
ク
な
ど
の
使
用
に
つ
い
て

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
平
成
25
年
度
に
実
施

す
る
事
業
な
ど
で
、市
制
施
行
10
周
年
の

協
賛
事
業
と
し
て
ロ
ゴ
マ
ー
ク
や
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
申
請
方
法

　

４
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日
の

間
に
実
施
す
る
事
業
な
ど
で
、ロ
ゴ
マ
ー
ク

や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
風
薫
り 

光
り
輝

く 

旬
な
ま
ち 

田
原
」を
使
用
、ま
た「
市
制

施
行
10
周
年
」の
冠
付
け
に
つ
い
て
は
、事
前

に
書
類
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。承
認

を
受
け
た
後
に
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ー
タ
を
お

渡
し
し
ま
す
。（
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、

営
利
を
主
な
目
的
と
す
る
も
の
、公
の
秩
序

を
乱
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
は
除
き

ま
す
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ

　

く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

▼
政
策
推
進
課

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
６
６
９

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

▲市制施行 10 周年のロゴマーク
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平
成
25
年

田
原
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
撮
影
し

た
未
発
表
の
作
品
で
、市
内
の
行
事
や
祭
り
、

景
観
、街
並
み
、人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、

四
季
を
感
じ
さ
せ

る
も
の
を
題
材
と

し
た
写
真
を
募
集

し
ま
す
。

◉
テ
ー
マ　

渥
美
半
島
の
四
季

※
春（
３
～
５
月
）、夏（
６
～
８
月
）

　

秋（
９
～
11
月
）、冬（
12
～
２
月
）

◉
作
品　

四
つ
切
り
ま
た
は
Ａ
４（
単
写
真
）

※
ワ
イ
ド
版
、日
付
入
り
、縁
付
き
不
可

◉
応
募
方
法

　

渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
事
務
局
に
あ

る
応
募
票
を
作
品
の
裏
面
に
添
付
の
う
え
提

出（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）　

※
応
募
票
は
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

◉
締
め
切
り　

12
月
27
日
金

◉
賞

　

田
原
市
長
賞
、渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

会
長
賞
ほ
か（
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副
賞
）

▲

渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

〒
４
４
１

－

３
４
９
２ 

住
所
不
要

☎
23
局
３
５
１
６   

22
局
２
０
２
６

　

 http://w
w

w
.taharakankou.gr.jp/

～ 

作
品
募
集 

～

【
お
詫
び
と
訂
正
】

３
月
１
日
号
の
市
政
の
話
題
の
５
頁
に
掲
載

し
た
「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
に
着
工
し
ま
す
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。



　

な
お
、一
枚
写
真
の
部
と
広
報
企
画
の
部

で
入
賞
し
た
２
作
品
は
、平
成
25
年
全
国

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
へ
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

▼
広
報
秘
書
課
☎
22
局
０
１
３
８

平
成
24
年
度
愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、『
広
報
た
は
ら（
８
月
１
日

号
）』が
市
の
部
で
入
選
し
ま
し
た
。広
報

た
は
ら
の
入
賞
は
、平
成
22
年
度
の
奨
励

賞
、平
成
23
年
度
の
入
選
に
引
き
続
き
３

年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、一
枚
写
真
の
部
で
は『
１
月
15
日

号
の
表
紙
』が
特
選
、広
報
企
画
の
部
で
は

『
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
ブ
ロ
グ
』が
奨
励
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

2
愛
知
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で

「
広
報
た
は
ら
」
が
３
年
連
続
受
賞

渥美半島観光ビューローの
シンボルマークが決定しました

　渥美半島観光ビューローでは、観光ＰＲや
宣伝に使用していくシンボルマーク、キャッ
チコピーなどを決定しました。渥美半島観光
ビューローが発行するパンフレットやポス
ターなどに使用し、渥美半島の観光資源を活
かした魅力ある宣伝を行っていきます。

▼渥美半島観光ビューロー☎ 23 局３５１６ ▲渥美半島の戦争遺跡を紹
介した特集記事を掲載

K
ids P

assport
2

3

ほ
の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

無
料
利
用
の
対
象
施
設
が
拡
大

東
三
河
８
市
町
村（
豊
橋
市
、豊
川
市
、

蒲
郡
市
、新
城
市
、田
原
市
、設
楽

町
、東
栄
町
、豊
根
村
）で
は
、東
三
河
地
域

の
公
共
施
設
の
入
場
料
な
ど
を
無
料
に
す

る「
ほ
の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
東
三
河
の
さ
ら
な
る
住
民

交
流
を
促
進
し
、
地
域
全

体
の
活
性
化
を
図
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
豊

か
な
人
間
性
を
培
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
29
施
設
を
対
象
に
実
施

し
ま
し
た
が
、
平
成
25
年
度
は
「
茶
臼
山

高
原
ス
キ
ー
場
（
冬
期
リ
フ
ト
）」
な
ど
を

追
加
し
、
合
計
32
施
設
を
対
象
に
実
施
し

ま
す
。

▪
ほ
の
国
こ
ど
も
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業

▼
対
象
＝
東
三
河
地
域
在
住
・
在
学
の
小
・

中
学
校
の
児
童
・
生
徒　

▼
利
用
方
法
＝

小・中
学
校
で
配
布
済
み
の
ほ
の
国
こ
ど
も

パ
ス
ポ
ー
ト
を
窓
口
で
掲
示　

▼
実
施
期

間
＝
平
成
26
年
３
月
31
日（
月
）ま
で　

▼
対
象
施
設
＝
東
三
河
の
32
施
設（
施
設
一

覧
は
パ
ス
ポ
ー
ト
と
併
せ
て
配
布
／
事
務

局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
）　

▼
そ
の
他

＝
東
三
河
地
域
外
へ
通
学
の
方
が
パ
ス
ポ
ー

ト
を
受
け
取
る
に
は
申
請
が
必
要
／
乳
幼

児
も
各
施
設
へ
の
入
場
無
料（
パ
ス
ポ
ー
ト

不
要
）

▼
東
三
河
広
域
協
議
会
事
務
局
（
豊
橋
市

役
所
政
策
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
１
８
０

　

http://w
w

w
.east-m

ikaw
a.jp/

▼
政
策
推
進
課

☎
23
局
３
５
０
７　

23
局
０
６
６
９
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▲カードのデザインには、東三河地域を子ど
　もたちが駆け回ることをイメージし、東三
　河のマスコットキャラクターである「みの
　りん」が走っている姿が描かれています。
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組
織
の
変
更
内
容
と
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動
、
新
規
採
用
職
員
お
よ
び
退
職
者
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、（　

）
内
は
前
職
名
で
す
。
▼
人
事
課
☎
23
局
７
４
０
４

平
成
25
年
４
月
１
日
付

組
織
変
更
と
市
職
員
の
人
事
異
動

■
組
織
変
更

◦
産
業
振
興
部
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称

を
営
農
支
援
課
に
変
更

■
課
長
級
以
上
の
人
事
異
動

【
部
長
級
】
▽
産
業
振
興
部
長
・
小
川
金
一
（
産

業
振
興
部
次
長
）
▽
都
市
建
設
部
長
・
太
田

次
男
（
街
づ
く
り
推
進
課
長
）
▽
都
市
建
設

部
建
設
監
・
渥
美
昌
彦
（
土
木
課
長
）
▽
水

道
部
長
・
金
子
芳
久
（
都
市
建
設
部
次
長
）

▽
渥
美
支
所
長
・
河
合
伸
治
（
会
計
管
理
者
）

▽
消
防
長
・
大
根
義
久
（
危
機
管
理
監
）

【
次
長
級
】
▽
政
策
推
進
部
次
長
兼
政
策
推
進

課
長
・
中
村
匡
（
政
策
推
進
課
長
）
▽
総
務
部

次
長
兼
総
務
課
長
・
苅
部
明
弘
（
人
事
課
長
）

▽
市
民
環
境
部
次
長
・
渡
邊
澄
子
（
市
民
環
境

部
次
長
兼
市
民
協
働
課
長
）
▽
健
康
福
祉
部

次
長
兼
健
康
課
長
・
菰
田
好
祐
（
健
康
課
長
）

▽
水
道
部
次
長
兼
下
水
道
課
長
・
山
内
義
晃

（
下
水
道
課
長
）
▽
渥
美
支
所
次
長
兼
地
域

課
長
・
鈴
木
義
治
（
防
災
対
策
課
長
）
▽
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
・
立
花
伸
夫
（
保
険

年
金
課
長
）
▽
教
育
部
次
長
兼
教
育
総
務
課

長
・
中
村
文
紀
（
議
事
課
長
）
▽
危
機
管
理
監
・

菰
田
浩
史
（
消
防
署
指
揮
隊
長
）

【
課
長
級
】
▽
広
報
秘
書
課
長
・
水
鳥
敏
子
（
総

務
課
主
幹
）
▽
人
事
課
長
・
増
田
直
道
（
人
事

課
副
主
幹
）
▽
財
政
課
主
幹
・
鈴
木
亨
（
財
政

課
副
主
幹
）
▽
契
約
検
査
課
長
・
河
邉
功
治
（
契

約
検
査
課
副
主
幹
）
▽
税
務
課
主
幹
・
富
田
成

（
税
務
課
副
主
幹
）
▽
収
納
推
進
課
長
・
鈴
木

努
（
収
納
推
進
課
主
幹
）
▽
市
民
協
働
課
長
・

鈴
木
嘉
弘
（
市
民
協
働
課
主
幹
）
▽
市
民
課

主
幹
・
川
合
一
子
（
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
副

主
幹
）
▽
保
険
年
金
課
長
・
鈴
木
淳
一
（
保
険

年
金
課
副
主
幹
）
▽
高
齢
福
祉
課
主
幹
・
内
藤

喜
久
枝
（
社
会
福
祉
協
議
会
総
務
課
長
）
▽
地

域
福
祉
課
主
幹
・
青
木
康
広
（
健
康
課
主
幹
）

▽
子
育
て
支
援
課
長
・
彦
坂
真
（
広
報
秘
書
課

長
）
▽
子
育
て
支
援
課
主
幹
・
大
谷
由
記
子
（
伊

良
湖
岬
保
育
園
長
）
▽
東
部
保
育
園
長
・
鋤
柄 

俊
代（
子
育
て
支
援
課
主
幹
）▽
健
康
課
主
幹
・

藤
井
信
代（
健
康
課
副
主
幹
）▽
健
康
課
主
幹
・

天
野
和
治
（
環
境
衛
生
課
副
主
幹
）
▽
農
政
課

主
幹
・
塩
谷
泰
彦
（
下
水
道
課
主
幹
）
▽
商
工

観
光
課
長
・
鵜
飼
直
行
（
生
涯
学
習
課
主
幹
）

▽
土
木
課
長
・
大
羽
剛
志
（
水
道
課
長
）
▽
土

木
課
主
幹
・
寺
田
昭
一
（
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

副
主
幹
）
▽
街
づ
く
り
推
進
課
長
・
一
ツ
田
正

和
（
商
工
観
光
課
長
）
▽
水
道
課
長
・
山
口
文

隆
（
地
域
課
長
）
▽
水
道
課
主
幹
・
鈴
木
信
行

（
水
道
課
副
主
幹
）
▽
下
水
道
課
主
幹
・
小
久

保
順
一
（
下
水
道
課
副
主
幹
）
▽
下
水
道
課
主

幹
・
山
内
佳
英
（
維
持
管
理
課
主
幹
）
▽
市

民
生
活
課
長
・
大
場
直
子
（
税
務
課
副
主
幹
）

▽
会
計
課
主
幹
・
山
内
真
弓
（
社
会
福
祉
協
議

会
総
務
課
長
補
佐
）
▽
防
災
対
策
課
長
・
森

下
錬（
教
育
総
務
課
副
主
幹
）▽
消
防
課
主
幹
・

鈴
木
政
幸
（
赤
羽
根
分
署
長
補
佐
）
▽
消
防
署

指
揮
隊
長
・
片
山
三
喜
男
（
消
防
署
長
補
佐
）

▽
消
防
署
指
揮
隊
長
・
河
合
哲
郎
（
消
防
署
長

補
佐
）
▽
渥
美
分
署
長
・
三
浦
修
司
（
消
防

署
指
揮
隊
長
）
▽
議
事
課
長
・
小
久
保
英
夫
（
子

育
て
支
援
課
長
）
▽
社
会
福
祉
協
議
会
（
派

遣
）・
伊
藤
早
百
合
（
地
域
福
祉
課
主
幹
）

【
新
規
採
用
職
員
】
▽
産
業
振
興
部
技
監
・
實

井
正
樹
▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
山
上
高
弘

▽
総
務
課
・
山
本
隆
大
▽
総
務
課
・
紅
林
莉
子

▽
財
政
課
・
田
中
裕
崇
▽
税
務
課
・
岡
田
裕
充

▽
市
民
協
働
課
・
鈴
木
康
平
▽
清
掃
管
理
課
・

仲
井
沙
織
▽
高
齢
福
祉
課
・
河
合
真
那
▽
健
康

課
・
岸
田
愛
子
▽
健
康
課
・
酒
井
美
由
紀
▽
土

木
課
・
岡
村
英
明
▽
土
木
課
・
河
合
純
▽
下
水

道
課
・
荒
木
麻
由
美
▽
生
涯
学
習
課
・
窪
田
曜

▽
東
部
保
育
園
・
三
井
一
志
▽
中
部
保
育
園
・

小
久
保
文
恵
▽
北
部
保
育
園
・
磯
部
里
佳

▽
清
田
保
育
園
・
河
合
佳
美
▽
福
江
保
育
園
・

中
泉
桃
子
▽
伊
良
湖
岬
保
育
園
・
星
野
沙
由
美

▽
消
防
署
警
防
第
１
係
・
小
川
直
毅
▽
消
防
署

警
防
第
２
係
・
本
田
悠
孟
紀
▽
消
防
署
警
防
第

３
係
・
矢
野
里
奈
▽
渥
美
分
署
警
防
第
１
係
・

宮
川
知
也
▽
渥
美
分
署
警
防
第
１
係
・
川
尻
雄

大
▽
渥
美
分
署
警
防
第
２
係
・
中
島
僚
介
▽
渥

美
分
署
警
防
第
３
係
・
西
村
太
泰
▽
渥
美
分
署

警
防
第
３
係
・
横
田
裕
也

【
退
職
者
】
▽
産
業
振
興
部
長
・
伊
藤
康
弘

▽
都
市
建
設
部
長
・
鈴
木
春
男
▽
水
道
部
長
・

金
子
邦
茂
▽
渥
美
支
所
長
・
山
内
敏
久
▽
消

防
長
・
寺
田
幸
弘
▽
教
育
部
次
長
・
山
本
五

夫
▽
政
策
推
進
課
主
幹
・
髙
野
寛
之
▽
契
約

検
査
課
長
・
加
藤
正
明
▽
収
納
推
進
課
長
・

渡
會
政
則
▽
市
民
課
主
幹
・
富
田
清
▽
市
民

生
活
課
長
・
山
本
辰
巳
▽
農
業
公
園
管
理
事

務
所
副
主
幹
・
岡
田
惣
二
▽
下
水
道
課
副
主

幹
・
清
田
敏
彦
▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・

久
瀬
正
弘
▽
地
域
福
祉
課
主
査
・
鈴
木
照
美

▽
健
康
課
主
査
・
小
林
純
子
▽
田
原
福
祉
専

門
学
校
専
任
教
員
・
桑
山
和
子
▽
市
民
生
活

課
主
査
・
河
邉
洋
子
▽
財
政
課
・
田
中
喜
治

郎
▽
給
食
セ
ン
タ
ー
・
渡
邉
包
子

▽
六
連
保
育
園
長
・
天
野
法
子
▽
中
部
保
育

園
長
・
三
浦
千
鶴
子
▽
若
戸
保
育
園
長
・
鈴

木
律
子
▽
福
江
保
育
園
長
・
青
山
洋
子
▽
中

山
保
育
園
長
・
鈴
木
秀
子
▽
北
部
保
育
園
・

今
田
成
子

▽
消
防
課
主
幹
・
藤
城
博
司
▽
渥
美
分
署
長
・

岡
本
辰
彦
▽
消
防
署
長
補
佐
・
田
中
久
▽
消

防
署
長
補
佐
・
伊
藤
牧
夫
▽
赤
羽
根
分
署
長

補
佐
・
小
久
保
孝
義
▽
渥
美
分
署
長
補
佐
・

青
木
健
二

【
派
遣
者
】
▽
政
策
推
進
課
主
幹
・
矢
口
美
英

（
愛
知
県
）
▽
財
政
課
主
幹
・
伊
藤
弘
人
（
愛

知
県
）
▽
学
校
教
育
課
指
導
主
事
・
古
越
俊

光
（
愛
知
県
教
育
委
員
会
）

【
派
遣
終
了
者
】
▽
産
業
振
興
部
技
監
・
平
井

進
▽
財
政
課
主
幹
・
畑
中
知
洋
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賃
借
料
を
決
め
る
目
安
に

農
地
の
賃
借
料
情
報
を

提
供
し
ま
す

　

平
成
24
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
、
田

原
市
内
で
締
結
さ
れ
た
賃
借
料
水
準
は
次

の
と
お
り
で
す
。
市
全
体
の
平
均
と
、
各

地
域
の
実
勢
に
合
っ
た
金
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

※
こ
の
賃
借
料
は
あ
く
ま
で
参
考
額
で
す

の
で
、
実
際
の
賃
借
料
は
、
当
事
者
間
の

話
し
合
い
に
よ
り
決
定
し
て
く
だ
さ
い
。

新
農
業
委
員
会
委
員
の
ご
紹
介

（
議
会
推
薦
）

　

田
原
市
議
会
推
薦
の
赤
尾
昌
昭
委
員

（
豊
島
町
）に
代
わ
り
、渡
会
清
継
さ
ん（
越

戸
町
）
が
新
た
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
25
年
２
月
４
日
か
ら
平
成

26
年
７
月
27
日
ま
で
で
す
。

退
任
委
員
の
ご
紹
介

　

平
成
25
年
１
月
31
日
を
も
っ
て
、
赤
尾

昌
昭
委
員
（
豊
島
町
）
が
、
ま
た
、
２
月

28
日
を
も
っ
て
、渡
會
仁
委
員
（
堀
切
町
）

が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

33
平成25 年4 月１日

☎23局3519／FAX22局3817

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 9600 円 1 万 7800 円 1 万 1100 円

赤羽根地域 1 万円 1 万 2600 円 1 万　600 円

渥美地域 7000 円 2 万円 1 万 2000 円

田原市平均 1 万 1200 円

◦田（水稲）の部   　（10a 当たり）

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 2 万円 3 万 1200 円 2 万 5600 円

赤羽根地域 4 万円 5 万　500 円 4 万 4800 円

渥美地域 3 万円 13 万 8200 円 8 万　200 円

田原市平均 7 万 6800 円

地域 最低額 最高額 平均額

田原地域 1 万円 2 万　800 円 1 万 7700 円

赤羽根地域 6500 円 2 万 4300 円 1 万 7300 円

渥美地域 7000 円 3 万円 1 万 9600 円

田原市平均 1 万 8200 円

◦畑（ハウス敷地）の部   　（10a 当たり） ◦畑（普通畑）の部   　（10a 当たり）

渡会清
きよつぐ

継さん

平成25 年4月1日 　  　　　　　　　　│ 10 │



豊
橋
市
農
業
委
員
会
と

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た

１
月
22
日
火
・
豊
橋
市
役
所

　

意
見
交
換
会
に
は
、
田
原
市
農
業
委
員

会
委
員
23
名
、
豊
橋
市
農
業
委
員
会
委
員

21
名
の
、
計
44
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
対
す
る
働
き

か
け
や
、
農
業
委
員
会
活
動
の
透
明
性
へ

の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
、
委
員
か
ら
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

家
族
で
経
営
状
況
の
見
直
し
を
！

家
族
経
営
協
定
調
印
式
を
開
催

２
月
18
日
月
・
田
原
市
役
所

　

今
年
度
新
た
に
22
世
帯
の
農
業
を
営
む

ご
家
族
が
、「
家
族
経
営
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、「
経
営
方
針
」

「
営
農
計
画
」「
役
割
分
担
」「
収
益
の
配
分
」

「
働
き
や
す
い
就
業
条
件
」「
将
来
の
経
営

移
譲
」
な
ど
を
家
族
間
で
十
分
に
話
し
合

い
、
取
り
決
め
る
も
の
で
す
。

　

家
の
経
営
状
況
を
あ
ら
た
め
て
話
し
合

い
、
結
ん
だ
協
定
内
容
を
「
協
定
書
」
と

し
て
文
書
に
記
す
こ
と
で
、
家
族
ひ
と
り

一
人
の
自
覚
を
高
め
、
意
欲
的
に
経
営
に

参
加
す
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

農
地
の
無
断
転
用
は
ダ
メ
！

優
良
な
農
地
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
に
無
断
で
利

用
（
無
断
転
用
）
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多

数
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
農
地
法
違

反
に
な
り
、
無
断
転
用
し
た
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
農
地
所
有
者
も
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
違
反
し
た
場
合
は
、
３
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円
（
法
人

の
場
合
は
１
億
円
）
以
下
の
罰
金
と
い
う

罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
無
断
転
用

の
防
止
と
、
優
良
な
農
地
を
守
る
た
め
、

随
時
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

ま
す
。農

地
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

Q
耕
作
し
や
す
い
よ
う
に
と
、
お
互
い
の

農
地
を
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

が
、
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要
で
す
か
。

A
交
換
す
る
農
地
ご
と
に
、
両
者
が
農
地

法
第
３
条
の
許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
許
可
を
受
け
る
要
件
は
、
①

す
べ
て
の
農
地
に
つ
い
て
耕
作
し
て
い
る

こ
と
②
常
時
、
農
作
業
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
③
交
換
後
の
農
地
面
積
（
所
有

地
と
借
入
地
の
合
計
面
積
）
が
50
ア
ー

ル
以
上
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
す
。
ま
た
、

そ
の
他
の
要
件
も
あ
り
、
そ
の
す
べ
て

に
合
致
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
の
で
、

詳
し
く
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦各種申請の締切日をお知らせします

申請・届出の種類 締切日

農地法第３条許可申請≪農地の売買・賃貸借など≫ 毎月５日（閉庁日の場合は翌日）

農地法第４条許可申請≪農地の転用≫ 毎月５日（閉庁日の場合は翌日）

農地法第５条許可申請≪転用目的の売買・賃貸借など≫ 毎月５日（閉庁日の場合は翌日）

農地法第４条届出≪市街化区域内の転用≫ 随時

農地法第５条届出≪市街化区域内の転用目的の売買・賃貸借など≫ 随時

農用地利用集積計画の申出 毎月 25 日（閉庁日の場合は翌日）
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▲市民活動団体がパネル展示や体験コーナーで取り組みを紹介

　

伊
良
湖
校
区
で
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、大
規
模
災
害
を
想
定
し
、

避
難
所
の
開
設
を「
自
助
」「
共
助
」の
精
神
に
基
づ

き
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
た
も
の
で
す
。参
加
者
は
協
力
し
な
が
ら
、炊
き

出
し
訓
練
な
ど
一
連
の
行
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

「
共
助
」の
精
神
で

校
区
の
力
を
発
揮

２
月
24
日［
日
］

　

田
原
市
消
防
団
観
閲
式
が
は
な
の
き
広
場
で
行

わ
れ
、10
分
団
、約
６
０
０
名
の
団
員
が
集
結
し
ま

し
た
。式
で
は
、団
員
た
ち
が
市
長
の
観
閲
や
服

装
・
機
械
器
具
の
点
検
を
受
け
ま
し
た
。そ
の
後
、

吹
奏
訓
練
や
部
隊
訓
練
な
ど
を
行
い
、消
防
団
の

組
織
力
と
規
律
を
示
し
ま
し
た
。

頼
れ
る
消
防
団

地
域
を
守
る
組
織
力

３
月
10
日［
日
］

　

し
み
ん
の
ひ
ろ
ば
が
田
原
文
化
会
館
で
開
催
さ

れ
、市
民
活
動
団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
合
わ

せ
て
34
団
体
が
集
ま
り
、日
々
の
活
動
を
発
表
し

ま
し
た
。会
場
に
は
、約
１
０
０
０
人
が
来
場
し
、

市
内
の
市
民
活
動
に
触
れ
、交
流
を
図
る
な
ど
、充

実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

市
民
活
動
で
思
い
を

わ
か
ち
あ
お
う

２
月
24
日［
日
］

▲地図を使って避難経路などを確認し合う自主防災会などの役員

▲小隊長を先頭に力強く部隊訓練を行う伊良湖岬分団
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田
原
福
祉
専
門
学
校
で
平
成
24
年
度
卒
業
証
書

授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。式
典
終
了
後
は
、卒
業

生
一
人
ひ
と
り
が
、お
世
話
に
な
っ
た
先
生
や
親
、

一
緒
に
学
ん
だ
仲
間
や
後
輩
た
ち
に
、感
謝
の
思

い
や
２
年
間
の
思
い
出
な
ど
を
ス
ピ
ー
チ
し
ま
し

た
。４
月
か
ら
介
護
福
祉
士
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の

道
を
歩
む
39
名
の
卒
業
生
た
ち
。そ
の
表
情
は
自

信
に
満
ち
あ
ふ
れ
、艶
や
か
な
振
り
袖
に
負
け
な

い
ほ
ど
、と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

学
舎
を
巣
立
ち

社
会
人
へ
の
第
一
歩

３
月
８
日［
金
］

　

田
原
市
の
恋
路
ヶ
浜
に
設
置
さ
れ
て
い
る「
幸

せ
の
鐘
」と
、友
好
都
市
で
あ
る
宮
田
村（
長
野
県

上
伊
那
郡
）の
駒
ヶ
根
高
原
に
設
置
さ
れ
て
い
る

「
永と

わ遠
の
鐘
」の
交
換
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、宮
田
村
か
ら
８
名
の
女
性
、田
原
市

か
ら
８
名
の
男
性
が
参
加
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

交
流
が
こ
れ
か
ら
も
末
永
く
続
く
こ
と
、ま
た
鐘

の
音
が
広
く
響
き
わ
た
る
よ
う
に
と
思
い
を
込

め
、鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

▲２年間の学校生活に別れを告げ新社会人として旅立つ卒業生たち

永
遠
の
幸
せ
と
友
好

を
願
っ
て
鐘
を
交
換

２
月
23
日［
土
］

▲交換された鐘を鳴らし友好を祝福する参加者
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▪
ご
み
処
理
対
策
推
進
協
議
会
委
員

　

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
、
ご
み
処
理

の
有
料
化
施
策
を
推
進
す
る
方
策
を
検
討

す
る
た
め
、協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

▼
募
集
人
員
＝
２
名　

▼
活
動
内
容
＝
年

４
回
の
会
議
（
原
則
、平
日
の
昼
間
に
開
催
）

へ
出
席
／
初
回
は
６
月
予
定　

▼
報
酬
＝

会
議
出
席
１
回
に
つ
き
５
０
０
０
円　

▼
選

考
方
法
＝
書
類
選
考　

▼
申
し
込
み
＝
４

月
30
日
（
火
）
ま
で
に
清
掃
管
理
課
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・
郵
送
に

て
／
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

）
か
ら
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可　

▼
清
掃
管
理
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

seiso@
city.tahara.aichi.jp

▪
男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
委
員

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

市
民
・
市
民
活
動
団
体
・
事
業
者
・
市
が

そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
協

議
す
る
懇
話
会
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
ま
た
は
市
内
で
活
動

し
て
い
る
団
体
に
所
属
し
、
田
原
市
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
意
欲
の
あ
る

方　

▼
募
集
人
員
＝
５
名
以
内　

▼
任
期

＝
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で　

▼
選
考
方

法
＝
書
類
選
考　
▼
申
し
込
み
＝
４
月
23
日

（
火
）
ま
で
に
市
民
協
働
課
に
あ
る
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル・
郵
送
に
て
／
申
込
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.city.tahara.
aichi.jp/

）
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　
▼
そ

の
他
＝
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

▼
市
民
協
働
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
３
５
０
４　

23
局
０
１
８
０

　

kyoudou@
city.tahara.aichi.jp

▪
国
際
化
・
多
文
化
共
生
推
進
計
画

　

策
定
会
議
委
員

　

市
の
国
際
化
・
多
文
化
共
生
を
推
進
す

る
計
画
の
改
訂
に
伴
い
、
新
計
画
策
定
を

協
議
す
る
策
定
会
議
の
委
員
を
募
集
し
ま

す
。

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

国
際
交
流
や
多
文
化
共
生
に
関
す
る
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
ま
た
は
こ
の
よ
う
な
活
動

に
積
極
的
に
貢
献
し
た
い
方　

▼
募
集
人

　

前
教
育
長
の
川
口
侃
さ
ん（
小
中
山
町
）

の
辞
職
に
伴
い
、
新
教
育
長
に
嶋
津
隆
文

さ
ん
（
東
赤
石
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

員
＝
３
名　

▼
任
期
＝
５
月
～
平
成
26
年

３
月　

▼
活
動
内
容
＝
年
約
５
回
の
会
議

（
原
則
、
平
日
の
昼
間
に
開
催
）
へ
出
席　

▼
報
酬
＝
会
議
出
席
１
回
に
つ
き
５
０
０
０

円　

▼
選
考
方
法
＝
書
類
選
考　

▼
申
し

込
み
＝
４
月
30
日
（
火
）
ま
で
に
広
報
秘

書
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
・
郵
送
に
て
／
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

）

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

▼
広
報
秘
書
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
22
局
０
１
３
８　

23
局
１
６
９
１

　

kokusai@
city.tahara.aichi.jp

※財源確保のため、有料広告として掲載しています。▶広報秘書課☎22局0138

新
教
育
長

嶋津隆
りゅうぶん

文さん

各
種
委
員
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▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上

の
方　

▼
コ
ー
ス
／
期
日
／
時
間
／
受
講

料
＝
表
の
と
お
り
（
テ
キ
ス
ト
代
は
実

費
負
担
）　

▼
場
所
＝
情
報
セ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
研
修
室
（
田
原
文
化
会
館
２
階
）

▼
定
員
＝
各
20
名
／i

ア
イ
パ
ッ
ド

Pad

体
験
は
10
名

（
先
着
順
）　

▼
申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は

電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｅ
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
生
年

月
日
・
希
望
コ
ー
ス
・
テ
キ
ス
ト
希
望
の

有
無
を
明
記
）　

▼
そ
の
他
＝
受
講
中
・

申
し
込
み
中
の
コ
ー
ス
を
含
め
、
同
時
に

２
コ
ー
ス
ま
で
申
し
込
み
可　

※
休
館
日

＝
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

▼
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
22
局
７
２
０
０　

23
局
２
８
０
８

　

jyosys@
city.tahara.aichi.jp

　
「
自
然
」
を
テ
ー
マ
に
東
三
河
各
地
の

魅
力
や
課
題
な
ど
を
検
証
し
ま
す
。

▼
講
座
名
＝
「
歩
い
て
探
そ
う
東
三
河
の

宝　

自
然
編
」　

▼
対
象
＝
東
三
河
在
住

の
方
を
優
先　

▼
日
時
／
テ
ー
マ
／
場
所

／
講
師
＝
表
の
と
お
り　

▼
定
員
＝
50
名

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。
結
果
は

全
員
に
郵
送
）　

▼
受
講
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
24
日
（
水
）
ま
で
に

電
話
に
て　

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１　

22
局
３
８
１
１

　

音
訳
と
は
、
活
字
で
の
読
書
が
困
難
な

方
の
た
め
に
、
文
字
を
音
声
に
訳
す
こ
と
で

す
。
講
座
で
は
聴
く
人
の
立
場
に
立
っ
て
、

情
報
を
聞
き
や
す
く
正
し
く
伝
え
る
技
術

を
学
び
ま
す
。（
全
20
回
）

▼
対
象
＝
次
の
要
件
を
い
ず
れ
も
満
た
す
方

①
お
お
む
ね
60
歳
ま
で
で
、
原
則
、
全
回
出

席
で
き
、
受
講
後
に
図
書
館
で
活
動
で
き
る

方
②
パソ
コ
ン
の
起
動
・
終
了
を
で
き
る
方　

▼
日
時
＝
５
月
～
平
成
26
年
３
月
の
第
２
・

第
４
木
曜
日
／
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

／
初
回
は
５
月
９
日（
木
）　
▼
場
所
＝
田
原

文
化
会
館
２
０
１
会
議
室　
▼
定
員
＝
20
名

▼
受
講
料
＝
無
料（
た
だ
し
、テ
キ
ス
ト
代
実

費
１
５
０
０
円
程
度
）　
▼
申
し
込
み
＝
４
月

29
日（
月
）ま
で
に
直
接
、中
央
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
で
受
付
ま
た
は
電
話
に
て

▼
中
央
図
書
館

☎
23
局
４
９
４
６　

23
局
４
６
４
６

パ
ソ
コ
ン
教
室　

受
講
生

■パソコン教室
コース 期日 時間 受講料

iPad体験 5／10金 13:30～15:30

無料
はじめての方の
パソコン入門

5／21火・23木
28火・30木 9:30～11:30

はじめての方の
インターネット
電子メール

5／14火・16木 13:30～15:30

エクセル初級 5／21火・23木
28火・30木　 13:30～15:30 1,000

円
※パソコンの環境　OS：Windows Vista
使用ソフト：Internet Explorer9、Microsoft Word2007、Excel2007
iPadは市側で用意します。

日時 テーマ 会場 講師（敬称略）

5／17金
13：00～15：30

水の造形を歩く
大千瀬川の滝巡り

東栄町
振草渓谷

東栄町職員
金田新也

5／24金
13：30～15：30

“万葉の小径”を
歩こう

蒲郡市西浦町
西浦万葉の小径

万葉の山路愛好会会長
渥美守久氏

5／31金
10：00～14：00

初夏の面ノ木園地を
歩こう

設楽町津具
面ノ木園地

設楽町文化財保護審議会
委員　加藤博俊氏

6／14金
13：30～16：30

ささゆりの里と津波
災害の歴史を学ぶ

豊橋市西七根町
御厨神社
豊橋市伊古部町
ささゆりの里

御厨神社宮司
鈴木源一郎氏
ささゆりの里保存会会長
田中房一氏

■東三河生涯学習連携講座
東
三
河
生
涯
学
習
連
携
講
座

受
講
生

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

（
初
級
）　

受
講
生

広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

「
広
報
た
は
ら
」の
紙
面
づ
く
り
や
Ｃケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

Ａ
Ｔ
Ｖ
へ
の

出
演
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
た
情
報
発
信
な

ど
、市
の
広
報
活
動
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

応
募
資
格
◉
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

※
公
務
員
や
公
職
に
あ
る
方
、高
校
生
を
除
く
。

活
動
内
容
◉
次
の
中
か
ら
希
望
す
る
も
の

❶
市
民
記
者（
取
材
・
記
事
作
成
）

❷
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
ブ
ロ
グ
、T ツ

イ

ッ

タ

ー

w
itter

な

ど
）を
活
用
し
た
情
報
発
信

❸
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
市
政
情
報
番
組
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

❹
イ
ベ
ン
ト
・
風
景
な
ど
の
撮
影

　

※
そ
の
他
活
動
も
可
能
。ご
提
案
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
◉
７
名
以
内

募
集
期
間
◉
５
月
２
日
㊍
ま
で（
必
着
）

応
募
方
法
◉
応
募
用
紙
に「
氏
名
」「
性
別
」「
生

年
月
日
」「
住
所
」「
連
絡
先
」「
職
業
」「
応
募
動

機
・
抱
負（
１
０
０
文
字
以
内
）」「
参
加
し
た

い
広
報
活
動
」を
記
入
の
う
え
、直
接
持
参
ま

た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

※
応
募
用
紙
は
広
報
秘
書
課
で
配
布
の
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。（
任
意
の
用
紙
で
も
可
）

選
考
方
法
◉
意
欲
な
ど
を
考
慮
し
て
、市
の
選
考

に
よ
り
決
定

発
表
◉
応
募
者
に
通
知
の
ほ
か
、広
報
に
も
掲
載

活
動
期
間
◉
平
成
26
年
３
月
末
ま
で

謝
礼
◉
年
１
万
円

▼
広
報
秘
書
課

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

☎
22
局
０
１
３
８　
　

23
局
１
６
９
１

　

koho@
city.tahara.aichi.jp

　

http

：//w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/
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（
月
）
～
５
月
22
日
（
水
）
の
期
間
に
市

役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各
分
署
に

あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
郵
送
②
５
月
10
日
（
金
）
午
前
９
時
～

19
日
（
日
）
午
後
５
時
の
期
間
に
㈶
消
防

試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

）
に
て　

▼
そ
の
他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習
会

に
つい
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

平
成
25
年
３
月
市
議
会
定
例
会
で
の
審

議
、
議
決
を
経
て
、
次
の
と
お
り
施
設
な

ど
を
管
理
・
運
営
す
る
指
定
管
理
者
を
指

定
し
ま
し
た
。

【
田
原
市
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
】
▼
指
定
管

理
者
＝
社
会
福
祉
法
人
田
原
市
社
会
福
祉

協
議
会　

▼
指
定
期
間
＝
４
月
１
日
～
平

成
30
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）　
▼
担
当
課

＝
地
域
福
祉
課
（
☎
23
局
３
５
１
２
）

【
田
原
市
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー
】
▼
指
定

管
理
者
＝
社
会
福
祉
法
人
田
原
市
社
会
福

祉
協
議
会　

▼
指
定
期
間
＝
４
月
１
日
～

平
成
30
年
３
月
31
日
（
５
年
間
）　
▼
担
当

課
＝
地
域
福
祉
課
（
☎
23
局
３
５
１
２
）

▼
財
政
課

☎
23
局
３
５
９
１　

23
局
０
１
８
０

月
中
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

　

市
で
は
、
現
在
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
の
定
期
変
更
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

定
期
変
更
（
整
備
計
画
の
見
直
し
）
期
間

中
は
随
時
変
更
（
個
別
的
な
農
振
除
外
）

お
よ
び
軽
微
変
更（
個
別
的
な
用
途
変
更
）

は
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

農
用
地
利
用
計
画
変
更
申
出
に
つ
い
て

は
、
通
常
年
４
回
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
以
下
の
と
お
り
受
付
を
停
止
し
ま

す
。

▼
申
出
書
の
受
付
期
限
と
受
付
予
定
＝

【
５
月
31
日
（
金
）】
受
付
可
【
８
月
30
日

（
金
）】
受
付
停
止
【
11
月
29
日
（
金
）】

受
付
停
止
【
平
成
26
年
２
月
28
日
（
金
）】

受
付
可

▼
農
政
課

☎
23
局
３
５
１
７　

22
局
３
８
１
７

▼
試
験
日
＝
６
月
23
日
（
日
）　

▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類
＝
甲
種
、
乙
種

全
類
、丙
種　
▼
申
し
込
み
＝
①
５
月
13
日

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
科
２
級
コ
ー
ス
の
廃

止
に
伴
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
開
講
し
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
資
格
に
代
わ
る
資
格
と
し
て

新
た
に
設
置
さ
れ
た
資
格
の
取
得
を
目
指

す
も
の
で
、
在
宅
、
施
設
を
問
わ
ず
、
介

護
に
携
わ
る
人
が
身
に
着
け
て
お
く
べ
き

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方
で
、

義
務
教
育
を
修
了
し
た
方　

▼
開
催
日
＝

５
月
11
日（
土
）～
９
月
29
日（
日
）の
期
間

の
ほ
ぼ
隔
週
金
・
土
・
日
曜
日　

▼
場
所

＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40
名

（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
過
去
３

年
間
に
本
校
ヘ
ル
パ
ー
科
に
受
講
申
し
込
み

を
し
、
受
講
で
き
な
か
っ
た
方
を
優
先
）　

▼
受
講
料
＝
４
万
円（
受
講
開
始
日
前
３
カ

月
以
上
市
内
在
住
の
方
お
よ
び
現
に
田
原

市
内
で
介
護
業
務
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
業

務
に
１
年
以
上
従
事
し
て
い
る
方
は
４
分
の

３
減
免
／
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）　

▼
申
し
込
み
＝
４
月
８
日（
月
）～
26
日

（
金
）の
期
間
に
①
田
原
福
祉
専
門
学
校

な
ど
で
配
布
す
る
受
講
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に

て
②
田
原
福
祉
専
門
学
校
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
講
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
、必
要
事
項
を
入
力
の
う
え
Ｅ
メ
ー
ル

に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

　

senm
on@

city.tahara.aichi.jp

　

http://w
w

w
.tchs.ac.jp/

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

　

農
業
分
野
で
の
斬
新
な
技
術
導
入
お
よ

び
ア
イ
デ
ア
支
援
を
目
的
と
し
て
実
施

し
、
そ
の
成
果
を
広
く
市
民
に
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
、
や
る
気
の
あ
る
農
家
の
方

の
意
識
を
高
め
ま
す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
を
有
す
る
農
業

者
な
ど
（
営
農
組
織
、
営
農
団
体
、
農
業

生
産
法
人
含
む
）
の
３
名
以
上
で
組
織
す

る
グ
ル
ー
プ　

▼
対
象
事
業
＝
農
業
の
生

産
現
場
な
ど
に
地
域
農
業
者
の
創
意
工
夫

を
活
か
し
た
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
取
り
組
み

を
促
進
す
る
事
業　

▼
補
助
額
＝
提
案
事

業
に
か
か
る
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上

限
額
１
０
０
万
円
）　

▼
募
集
期
間
＝
６

月
28
日
（
金
）
ま
で　

▼
採
択
決
定
＝
７

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生

農
業
ア
イ
デ
ア
支
援
事
業

補
助
金

指
定
管
理
者
を
指
定

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
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▪
す
で
に
犬
を
登
録
し
て
い
る
方

　

４
月
は
じ
め
に
通
知
（
は
が
き
）
が
届

き
ま
す
。
愛
犬
手
帳
と
と
も
に
注
射
会
場

へ
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▪
新
た
に
犬
を
飼
わ
れ
た
方

　

新
た
に
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
わ
れ

た
方
は
、
注
射
会
場
で
登
録
と
注
射
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
表
の
日
程
に
都
合
が
悪
い
方

　
「
犬
の
登
録
」
と
「
年
に
一
度
の
狂
犬

病
予
防
注
射｣

は
、
法
律
に
よ
り
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
都
合
の
悪
い
方

は
、
６
月
30
日
（
日
）
ま
で
に
、
必
ず
動

物
病
院
で
注
射
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

が
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
要
綱
や
申
請
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◦
注
意
事
項

　

❶
～
❹
、❻
、❽
に
つ
い
て
は
、
平
成
26

年
３
月
31
日
ま
で
に
、工
事
お
よ
び
工
事
代

金
の
支
払
い
な
ど
の
完
了
が
必
要
で
す
。

　

犬
の
集
合
注
射
を
左
表
の
日
程
で
行
い

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
都
合
の
良
い

会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
料
金
＝
新
規
登
録
と
注
射
は
６
３
０
０

円
、
注
射
の
み
の
場
合
は
３
３
０
０
円

　

環
境
保
全
事
業
に
取
り
組
む
市
民
や
事

業
者
に
、
予
算
の
範
囲
内
で
左
表
に
示
す

内
容
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
（
申
請
・
契

約
前
）
に
制
度
の
詳
し
い
内
容
を
各
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
請
関

係
書
類
は
、
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族
の
方

狂
犬
病
予
防
注
射（
集
合
注
射
）

開催日 時間 場所

4／8月
13：30～14：10 衣笠市民館
14：40～15：30 野田市民館

4／9火
13：00～13：30 六連市民館
14：00～14：40 神戸市民館
15：10～15：50 田原文化会館はなのき広場

4／10水
13：30～14：30 童浦市民館
15：00～15：40 田原東部市民館

4／11木
13：00～13：30 田原南部市民館
14：00～14：40 高松市民館
15：10～15：40 大草市民館

4／12金
13：10～14：10 若戸市民館
14：40～15：40 赤羽根市民館

4／15月
13：30～14：10 村松農業担い手センター
14：40～15：20 泉市民館

4／16火
13：30～14：30 福江市民館
15：00～15：40 清田市民館

4／17水
13：30～14：10 西山公民館
14：40～15：40 小中山総合事務所

4／18木
13：30～14：30 中山市民館
15：00～15：40 伊良湖市民館

4／19金
13：30～14：20 和地市民館
14：50～15：40 堀切市民館

■犬の登録と予防注射日程表

※都合の良い会場で受けてください。

環
境
保
全
補
助
金
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

補助金名 補助額 申請時期 担当課

❶ 排水設備工事費
融資あっせん制度

融資を受ける場合の金融機関への利息を市が
負担　※借入上限額 100 万円

工事着手前 ▼下水道課
☎23局3525

❷ 浄化槽雨水貯留施設
転用補助金 改造工事費× 1/2　※上限額 10 万円

❸ 浄化槽設備整備
事業補助金

（合併処理浄化槽）

設置費× 1/2　※上限額は下記のとおり
　・５ 人槽
　・７ 人槽
　・10 人槽以上

33 万 2000 円
41 万 4000 円
54 万 8000 円

❹ 公害防除施設等
整備事業補助金 施設設置費× 30/100　※上限額 500 万円 工事着手前

▼環境衛生課
☎23局3541

❺ 有害鳥獣対策費
補助金 電気柵等の購入額× 1/2　※上限額 10 万円 設備購入前

❻
太陽光発電システム
設置補助金

（住宅用・事業所用）
５万円 /kW　※上限額 20 万円 工事着手前

▼エコエネ推進課
☎23局7401❼ 電気自動車等購入

補助金（個人・事業者）
車両本体価格×５％　※上限額 10 万円
対象：電気自動車、プラグインハイブリッド自動車

新車登録・支払い
完了後30日以内

❽ 電気自動車等普通充電
設備設置補助金（事業者）

設置費× 1/2　※上限額 15 万円 工事着手前

❾ 生ごみ処理容器等
設置事業補助金

購入額× 1/2　※上限額は下記のとおり
Ａ 生ごみ処理容器 3000 円／基
1 世帯 2 基まで
Ｂ 電気生ごみ処理機 1 万円／台
1 世帯 1 台まで

（この補助金を受けて設置し、Ａは５年以上、
Ｂは７年以上経過したもので、故障などで使用
不可になった場合は、再度申請可）

商品購入・
支払い完了後

20日以内
▼清掃管理課

☎23局3538

■平成25年度環境保全補助金制度
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す
る
場
合
、
１
人
１
泊
に
つ
き
１
０
０
０

円
（
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま
で

の
１
年
間
で
、
全
保
養
所
合
わ
せ
て
４
泊

ま
で
）
を
助
成
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
場
合
は
、
協
定
保
養
所
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み

の
際
に
「
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

被
保
険
者
」
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ

さ
い
。
宿
泊
当
日
に
、
利
用
さ
れ
る
保
養

所
の
窓
口
で
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
証

を
提
示
し
、利
用
カ
ー
ド
の
交
付
（
押
印
）

を
受
け
る
と
、
精
算
時
に
通
常
料
金
に
対

し
１
０
０
０
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

☎（
０
５
２
）９
５
５
局
１
２
０
５

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

▪
国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保
険
に
変

わ
っ
た
方

　

就
職
や
結
婚
な
ど
に
よ
り
、
田
原
市
の

国
民
健
康
保
険
か
ら
新
し
い
保
険
に
変

わ
っ
た
方
は
、
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
の

届
出
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な
も
の
＝
①
国
民
健
康
保
険
の
保

険
証
②
新
し
い
保
険
証
（
い
ず
れ
も
喪
失

す
る
方
全
員
の
も
の
／
コ
ピ
ー
可
）
③
認
め

印
（
世
帯
主
以
外
が
届
出
を
行
う
場
合
）

▪
離
職
な
ど
に
よ
り
、
現
在
ど
の
健
康
保

険
に
も
加
入
さ
れ
て
い
な
い
方

　

国
民
健
康
保
険
への
加
入
が
必
要
で
す
。

▼
必
要
な
も
の
＝
①
健
康
保
険
の
資
格
を

喪
失
し
た
証
明
ま
た
は
退
職
日
が
分
か
る

書
類
②
認
め
印
（
世
帯
主
以
外
が
届
出
を

行
う
場
合
）

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目
的

に
、
表
に
あ
る
協
定
保
養
所
を
宿
泊
利
用

▪
設
置
日
時

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日
／
午
前
10
時

～
午
後
４
時　

▼
設
置
場
所
＝
地
域
福
祉
課
（
市
役
所
北

庁
舎
１
階
）　

▼
内
容
＝
手
話
通
訳
、
手

話
通
訳
派
遣
申
し
込
み
、
相
談
な
ど　

※
他
部
署
窓
口
で
の
手
続
き
に
も
対
応
可
。

地
域
福
祉
課
へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
６
９
７　

23
局
３
５
４
５

　

日
本
赤
十
字
社
が
行
う
東
日
本
大
震
災

義
援
金
の
受
付
は
、
現
在
も
義
援
金
の
お

申
し
出
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▪
田
原
市
で
の
募
金
状
況（
２
月
28
日
現
在
）

　

２
７
７
２
万
１
６
８
２
円

▼
日
本
赤
十
字
社
愛
知
県
支
部
田
原
市
地

区
（
地
域
福
祉
課
内
）

☎
23
局
３
５
１
２　

23
局
３
５
４
５

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
書
で
納
め

る
場
合
、
４
月
～
翌
年
３
月
分
の
保
険
料

を
ま
と
め
て
払
う
と
割
引
に
な
る
「
前
納

制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
１
年
分
の
保
険
料

は
毎
月
１
万
５
０
４
０
円
を
納
め
る
と

18
万
４
８
０
円
で
す
が
、
１
年
前
納
を
行

う
と
17
万
７
２
８
０
円
で
３
２
０
０
円
の

割
引
と
な
り
ま
す
。
お
得
で
納
め
忘
れ
も

防
げ
る
こ
の
制
度
を
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
な
お
、
前
納
用
の
納
付
書
は
４
月

中
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
る
毎

月
の
納
付
書
に
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
４
月
30
日
（
火
）
の
納
付
期
限
ま
で

に
、
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
に
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、４
月
に
国
民
年
金
の
加
入
届
出

を
さ
れ
た
方
が
前
納
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
届
出
さ
れ
た
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。

▼
豊
橋
年
金
事
務
所 

国
民
年
金
課

☎（
０
５
３
２
）33
局
４
１
１
８

　
（
０
５
３
２
）33
局
３
４
１
１

地
域
福
祉
課
窓
口
に

手
話
通
訳
者
を
設
置
し
ま
す

東
日
本
大
震
災
義
援
金

受
付
期
間
を
延
長
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
へ
の

届
出
を
お
忘
れ
な
く

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
が
お
得
で
す

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

協
定
保
養
所
利
用
助
成
事
業

所在地 協定保養所名 問い合わせ先

犬山市 レイクサイド入鹿 ☎（0568）67 局 3811

桑名市 名古屋市休養温泉ホーム松ケ島 ☎（0594）42 局 3330

東浦町 あいち健康プラザ ☎（0562）82 局 0235

田原市 シーサイド伊良湖 ☎（0531）35 局 1151

蒲郡市 サンヒルズ三河湾 ☎（0533）68 局 4696

豊田市 豊田市百年草 ☎（0565）62 局 0100

■協定保養所一覧
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平
成
24
年
は
堆
肥
に
よ
る
悪
臭
苦
情
が

約
90
件
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

堆
肥
を
散
布
し
た
と
き
、
近
隣
の
住
宅

や
観
光
施
設
な
ど
か
ら
、
悪
臭
や
ハ
エ
な

ど
に
関
す
る
苦
情
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

堆
肥
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の
点
に
注

意
し
、
生
活
環
境
の
保
全
と
水
質
汚
濁
な

ど
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▪
完
熟
堆
肥
の
使
用

　

十
分
発
酵
さ
せ
悪
臭
を
伴
わ
な
い
完
熟

堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

▪
散
布
後
、
直
ち
に
鋤
き
込
む

　

散
布
後
、
雨
天
に
よ
り
鋤
き
込
み
で
き

な
い
こ
と
の
な
い
よ
う
、
天
候
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▪
生
活
環
境
に
配
慮
を

　

特
に
住
居
や
観
光
施
設
に
近
い
農
地
に

散
布
す
る
場
合
は
、
生
活
環
境
に
十
分

配
慮
し
、
悪
臭
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

粉
じ
ん
、
ハ
エ
な
ど
の
害
虫
や
汚
水
が

発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▪
過
剰
な
堆
肥
散
布
を
し
な
い

　

地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
過
剰
な

堆
肥
散
布
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

▼
農
政
課
☎
23
局
３
５
１
７

▼
環
境
衛
生
課
☎
23
局
３
５
４
１

▼
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
事

業
所
①
豚
房
の
総
面
積
が
50
㎡
以
上
②
牛

房
の
総
面
積
が
２
０
０
㎡
以
上
③
鶏
を

３
０
０
０
羽
以
上
飼
育
④
う
ず
ら
を
２
万

羽
以
上
飼
育

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

井
戸
水
を
飲
用
し
て
い
る
場
合
は
、
使

う
人
が
自
分
自
身
で
、
井
戸
な
ど
の
施
設

や
水
質
の
管
理
を
行
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

井
戸
水
を
飲
用
に
使
う
場
合
は
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◦
井
戸
な
ど
の
施
設
と
そ
の
周
辺
の
点

検
、
清
掃
を
行
っ
て
、
清
潔
に
保
ち
ま

し
ょ
う
。

◦
井
戸
水
の
色
、
濁
り
、
臭
い
、
味
に
異

常
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
塩
素
消
毒
や
煮
沸
を
し
ま
し
ょ
う
。

◦
年
１
回
以
上
、水
質
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

今
は
水
質
が
良
い
井
戸
な
ど
も
、
今
後

汚
染
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
飲
み

水
に
は
、
安
全
な
水
道
水
を
利
用
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

施
設
入
所
中
以
外
の
、
要
介
護
１
以
上

の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

な
ど
を
対
象
に
、
介
護
に
必
要
な
消
耗
品

を
購
入
で
き
る
補
助
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
＝
田
原
市
に
住
所
が
あ
り
、
要
介

護
１
以
上
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る

方
な
ど
（
た
だ
し
、
要
介
護
１
・
２
の
場

合
は
、
次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
方

①
医
師
の
診
断
に
よ
り
失
禁
が
認
め
ら
れ

る
方
②
申
請
時
、
市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯
の
方
）　

▼
交
付
日
時
＝
月
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時　

▼
交
付
場
所
＝【
田
原
地
域
の
方
】

高
齢
福
祉
課
（
市
役
所
北
庁
舎
１
階
）【
赤

羽
根
地
域
の
方
】
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー

【
渥
美
地
域
の
方
】
渥
美
支
所
市
民
生
活

課　

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の
＝
有
効
期

限
内
の
介
護
保
険
証
、
印
鑑
（
認
印
で
可

／
要
介
護
者
と
介
護
者
が
別
世
帯
の
と
き

は
そ
れ
ぞ
れ
の
印
鑑
が
必
要
）

▪
平
成
25
年
度
か
ら
の
変
更
点

◦
交
付
回
数
の
変
更

　

年
２
回
か
ら
年
１
回
の
交
付
に
変
更

◦
支
給
金
額
の
見
直
し

　

介
護
度
と
市
民
税
の
課
税
状
況
に
よ
り

２
万
円
～
７
万
円
（
10
月
以
降
申
請
の

場
合
は
半
額
）

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４　

23
局
３
５
４
５

▪
専
用
水
道
な
ど
の
届
出

　

4
月
1
日
か
ら
、
水

道
法
に
よ
る
専
用
水

道
及
び
簡
易
専
用
水

道
に
関
す
る
届
出
先

が
、
愛
知
県
豊
川
保
健
所
か
ら
田
原
市
役

所
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

新
た
に
専
用
水
道
な
ど
を
設
置
す
る
場

合
や
、
現
在
の
施
設
を
変
更
・
廃
止
す
る

場
合
は
田
原
市
役
所
へ
届
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
環
境
衛
生
課

☎
23
局
３
５
４
１　

23
局
０
１
８
０

　

県
の
条
例
で
対
象
と
な
る
畜
産
事
業
者

は
、
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
出
を
毎
年
、

行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
30
日

（
火
）
ま
で
に
必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
事
業
所
に
は
通
知
と
届
出

書
を
郵
送
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
届
い
て
い

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

家
族
介
護
用
品

購
入
補
助
券
を
交
付

権
限
移
譲
に
伴
い

届
出
先
が
変
わ
り
ま
し
た

畜
産
事
業
を
営
む
方
は

「
悪
臭
関
係
工
場
等
の
届
出
」を

井
戸
水
を
飲
用
に
使
っ
て
い
る

ご
家
庭
へ

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を
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公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
に
接
続

す
る
場
合
は
、
必
ず
田
原
市
排
水
設
備
指

定
工
事
店
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▪
新
規
追
加

◦
伊
藤
鉄
工
所

☎
37
局
０
１
８
２

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

　

下
水
道
を
使
え
る
区
域
が
次
の
と
お
り

拡
大
し
ま
し
た
。
今
回
、
新
た
に
使
え
る

よ
う
に
な
っ
た
方
や
、
す
で
に
使
え
る
区

域
で
ま
だ
接
続
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
の
た
め
、
接
続

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
接
続
工
事
は
市
指
定
の
排
水
設

備
指
定
工
事
店
が
行
い
ま
す
の
で
、
直
接

工
事
店
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
拡
大
区
域
＝
豊
島
地
区
の
一
部
（
公
共

下
水
道
）、
保
美
・
中
山
地
区
の
一
部
（
公

共
下
水
道
）、
江
比
間
・
伊
川
津
・
石
神

地
区
の
一
部
（
農
業
集
落
排
水
）　

▼
供
用
開
始
日
＝
３
月
31
日
（
日
）　

る
証
明
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
）

▼
申
請
期
限
＝
５
月
24
日
（
金
）　

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

　

固
定
資
産
税
の
算
出
の
基
礎
と
な
る
土

地
と
家
屋
の
評
価
に
つ
い
て
、
５
月
中
旬
に

発
送
す
る
固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
と

併
せ
て
、
お
持
ち
の
土
地
と
家
屋
の
課
税
明

細
書
を
郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
う

え
、不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０　

23
局
０
１
８
０

▪
仮
徴
収
分
の
納
税
通
知
書
の
送
付

▪
普
通
徴
収
の
方

　

第
１
・
２
期
分
の
納
税
通
知
書
を
、
４

月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
第
１
・
２
期
分

の
納
付
額
は
、
前
年
の
所
得
額
な
ど
が
確

定
し
て
い
な
い
た
め
、
暫
定
の
額
を
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
暫
定
の
額
は
、
前
年

度
（
平
成
24
年
度
）
の
国
民
健
康
保
険
税

の
そ
れ
ぞ
れ
８
分
の
１
の
額
と
な
り
ま

す
。
４
月
２
日
以
降
に
国
民
健
康
保
険
に

加
入
さ
れ
た
場
合
は
、
第
３
期
（
８
月
）

に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

▪
特
別
徴
収
の
方

　

４
月
期
・
６
月
期
・
８
月
期
分
の
特
別

徴
収
開
始
通
知
書
を
、
４
月
上
旬
に
送
付

し
ま
す
。
各
月
分
の
納
付
額
は
、
前
年
の

所
得
額
な
ど
が
確
定
し
て
い
な
い
た
め
、

暫
定
の
税
額
と
な
り
ま
す
。暫
定
の
額
は
、

２
月
期
と
同
額
に
な
り
ま
す
。

▪
年
税
額
の
通
知

　

年
税
額
は
７
月
に
算
定
（
本
算
定
）
し
、

８
月
に
通
知
し
ま
す
。
各
納
期
の
税
額
は

表
の
と
お
り
で
す
。

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
２
１
４
９　

23
局
０
１
８
０

　

身
体
ま
た
は
精

神
に
障
害
の
あ
る

方
が
軽
自
動
車
を

所
有
し
て
い
る
場

合
、
障
害
の
程
度

に
よ
り
軽
自
動
車

税
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
受
け
る
た
め
に
は
手
続
き

が
必
要
で
す
の
で
、
対
象
と
な
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
①
障
害
の
あ
る
方
が
運
転
す
る

場
合
②
障
害
の
あ
る
方
と
生
計
を
と
も
に

し
て
い
る
方
が
運
転
す
る
場
合
③
障
害
の

あ
る
方
の
み
の
世
帯
の
た
め
、
常
時
介
護

者
が
運
転
す
る
場
合
（
常
時
介
護
者
で
あ

▼
そ
の
他
＝
対
象
世
帯
に
は
通
知
ま
た
は

回
覧
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
下
水
道
課　

☎
23
局
３
５
２
５　

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課
（
渥
美
支
所
内
）

☎
33
局
１
１
１
３　

32
局
２
５
０
６

■普通徴収

■特別徴収

※納付については口座振替が便利です。ぜひご利用ください

納期
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期
４月 ６月 ８月 ９月 10月 11月 12月 ２月

算定額
前年度の国保
税額のそれぞ
れ1/8の税額

年税額から第１期・第２期の税額を差し引い
た残額の各納期それぞれ1/6の税額

納期 ４月期 ６月期 ８月期 10月期 12月期 ２月期

算定額 前年度の２月期と同額
年税額から４月・６月・８月期
の税額を差し引いた残額の各
納期それぞれ1/3の税額

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

国
民
健
康
保
険
税

固
定
資
産
税

課
税
明
細
書
の
送
付

排
水
設
備
指
定
工
事
店
の

新
規
追
加

下
水
道
接
続
に
ご
協
力
を
！
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～4/4木
田原福祉専門学校　卒業式

親子花育教室

4/5金～4/18木
やしの実対面式

戦没者追悼式

4/19金～5/2木
市民緑花まつり

総合型地域スポーツクラブ

毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

ティーズチャンネルで放送中

広報秘書課 22　0138

◦田原ほっとらいん（再放送）
放送月 内　容

4月 田原の伝統文化『田原凧』 
※全国地域映像コンクール入賞作品

毎週土・日曜日　１日５回放送　
①7：45 ②12：45 ③15：45 ④18：45 ⑤22：45
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申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
４
月
14
日
日 

市
制
施
行
10
周
年
記
念

第
10
回
市
民
緑
花
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
は
な
の
き
広
場
・
田
原
文
化
会
館

内
容
▼
植
木
市
、
用
土
・
花
苗
な
ど
の
販

売
、
花
苗
の
無
料
配
布
、
創
作
花
壇
展

示
、
フ
ラ
ワ
ー
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
作
品

コ
ン
テ
ス
ト
ほ
か

▼
街
づ
く
り
推
進
課

☎
23
局
３
５
３
５　

22
局
３
８
１
１

◉
４
月
29
日
月
・　
　

田
原
市
文
化
協
会

春
の
文
協
ま
つ
り　

市
民
茶
会

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
池
ノ
原
会
館

茶
席
▼
１
席
３
０
０
円

▼
田
原
市
文
化
協
会
☎
22
局
６
０
６
３

◉
５
月
４
日
土
・　

市
制
施
行
10
周
年
記
念

農
業
祭

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

◉
４
月
11
日
木　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
10

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

受
講
料
▼
無
料 月

の
イ
ベ
ン
ト

4

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。お気軽にご相談ください。

4月11日木・5月9日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分

場 所 ◦田原福祉センター相談室（１階）

▼子育て支援課　
☎23局3513 　 23局3545

弁護士による無料法律相談
消費者問題・多重債務・契約トラブルなどで
お困りの方、一人で抱え込まずにご相談くだ
さい。秘密は厳守されます。

日時 ◦４月 25 日木午後１時～４時
　　　※相談時間は 30 分程度
場所 ◦田原福祉センター相談室（１階）
申し込み ◦電話にて事前予約

▼商工観光課　
☎23局3522 　 22局3817

内
容
▼
地
元
産
の
新
鮮
な
農
畜
産
物
や
花

木
の
直
売
、
模
擬
店
、
餅
投
げ
な
ど
／

献
血
も
あ
り

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

◉
５
月
５
日
日
・

子
ど
も
の
日
企
画
「
鎧よ

ろ
い

を
着
て
み
よ
う
」

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
田
原
市
博
物
館

内
容
▼
現
代
の
鎧
師
が
作
成
し
た
鎧
を
着

て
、
武
士
の
雰
囲
気
を
体
験
し
よ
う

定
員
▼
子
ど
も
用（
小
学
２
年
生
く
ら
い

ま
で
）・
大
人
用
、各
15
名
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
電
話
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
５
月
12
日
日　

市
制
施
行
10
周
年
記
念

農
業
体
験
「
田
植
え
」

時
間
▼
午
前
10
時
～

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

定
員
▼
20
家
族
（
先
着
順
）

参
加
料
▼
１
家
族
２
０
０
０
円（
秋
の「
稲
刈

り
」参
加
料
込
み
／
も
ち
米
２
㎏
付
き
）

申
し
込
み
▼
直
接
ま
た
は
電
話
に
て

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４　

25
局
１
２
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

5
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予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

平
成
24
年
の
国
内
に
お
け
る
風
し
ん
患

者
数
は
、
過
去
５
年
間
で
最
多
と
な
り
、

今
年
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
患
者
の

７
割
以
上
は
男
性
で
、
そ
の
う
ち
子
育
て

世
代
で
あ
る
20
～
40
歳
代
の
男
性
が
８
割

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

風
し
ん
や
麻
し
ん
は
、
治
療
方
法
が
な

い
う
え
に
感
染
力
が
強
く
、
重
症
化
の
恐

れ
の
あ
る
感
染
症
で
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、

予
防
す
る
た
め
の
手
段
は
“
予
防
接
種
”

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

❖
妊
婦
へ
の
感
染
を
防
ご
う

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、
ウ
イ
ル

ス
が
胎
児
に
感
染
し
、
赤
ち
ゃ
ん
が
「
先

天
性
風
し
ん
症
候
群
」
と
い
わ
れ
る
難
聴

や
白
内
障
、
心
臓
の
病
気
を
も
っ
て
生
ま

れ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

妊
婦
へ
の
感
染
を
み
ん
な
で
防
ぐ
こ
と
が

大
切
で
す
。

❖
大
人
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

次
に
該
当
す
る
方
は
、
医
療
機
関
で
抗

体
価
を
調
べ
た
う
え
で
、
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
今
ま
で
に
風
し

ん
に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
や
予
防
接

種
歴
の
あ
る
方
は
、
受
け
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
費
用
は
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
）

❖
幼
児
期
の
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

子
ど
も
の
予
防
接
種
は
、
１
歳
児
と
小

学
校
に
上
が
る
前
の
学
年
（
年
長
児
）
で
、

２
回
接
種
し
ま
す
。
流
行
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
接
種
率
を
95
％
以
上
に

維
持
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
将
来
を
考

え
、
お
子
さ
ん
が
親
に
な
っ
た
と
き
に
、

次
の
世
代
に
感
染
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

早
め
の
接
種
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

●インフォメーション

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

4月7日（日）
河合医院 ☎22局6133
ふくい眼科 ☎22局5878
田原歯科クリニック ☎23局1626

4月14日（日）
津金医院 ☎33局0222
きまた眼科 ☎23局1092
さんくろう歯科クリニック ☎33局1184

4月21日（日）
國見医院 ☎22局0756
伊藤歯科医院 ☎22局1104

4月28日（日）
昭和医院 ☎32局3749
杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112
鈴木歯科医院 ☎32局0239

月　日 当直医 電話番号

4月29日（月・祝）
かわせ小児科 ☎22局1230
まち眼科 ☎22局2710
仲谷歯科 ☎23局2327

5月3日（金・祝）
川瀬医院 ☎35局1511
木村歯科医院 ☎22局0404

5月4日（土・祝）
富永医院 ☎23局1316
ヒラノ・デンタル・オフィス ☎22局6477

5月5日（日・祝）
岡田医院 ☎37局0001
藤井歯科医院 ☎45局2123

5月6日（月・振）
永井医院 ☎22局0227
すずき歯科 ☎23局0033

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

診療時間　医科●9：00～17：00／歯科●9：00～12：00　　　夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院●☎22局2131

【
妊
婦
と
同
居
し
て
い
る
方
】

妊
婦
は
、
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
妊
婦
の
抗
体
が
陰
性
、

ま
た
は
低
抗
体
価
と
い
う
結
果
の
場
合

に
は
、
周
囲
の
方
が
感
染
さ
せ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
妊
娠
中
に
抗
体
陰
性
ま
た
は
低
抗
体
価

だ
っ
た
方
】

産
後
早
期
（
入
院
中
ま
た
は
１
か
月
児

健
診
時
な
ど
）
に
予
防
接
種
を
受
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

※
そ
の
他
、
10
歳
代
後
半
か
ら
40
歳
代

の
方
で
、
過
去
に
風
し
ん
に
か
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
は
予
防
接
種
歴
の
な
い
方

も
一
度
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

パパママスクール
（育児体験コース） ５月１１日（土）  8：50 ～   9：00 田原福祉センター 妊娠中の方とその夫　※予約制

パパの妊婦体験、赤ちゃん人形のもく浴など

離乳食教室（前期） ５月　８日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６か月児とその保護者　※予約制
離乳食講習と保育の話、歯の話など

離乳食教室（後期） ５月２１日（火）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター
８～ 11 か月の第１子とその保護者
※予約制（定員 16 組）
離乳食講習と調理実習、試食など

育児相談
５月１０日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６か月まで（原則１回）５月１３日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド
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中央図書館  　23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

図書館休館日

『中の人などいない＠ＮＨＫ広　
報のツイートはなぜユルい？』
ＮＨＫ＿ＰＲ１号/著
新潮社

ＮＨＫのイメージを変えたい。ユル
いツイートで50万フォロワー。数
々の批判を乗り越え、たどり着いた
結論とは？

『むかし原発いま炭鉱
　炭都[三池]から日本を掘る』
熊谷博子／著
中央公論新社

ドキュメンタリ―映画「三池 終わ
らない炭鉱の物語」には収まりきら
なかった豊かさがここに。

４月 ▼１日月、８日月、12日金、15日月、22日月、30日火　　
５月 ▼７日火、10日金、13日月、20日月、27日月
【特別整理期間】
中央図書館は５月21日火～24日金、赤羽根図書館は５月28日
火～29日水、渥美図書館は５月29日水～31日金まで休館

話題のタブレッ
ト端末で、イン
ターネットや
電子書籍を体
験してみませ
んか？

各図書館でご利用いただけます。

４月23日の「子ども読書の日」にあわせて
“こどもブックフェスタ”を開催します。

【中央図書館】

▼期間＝４月20日土～５月６日月・日

▼対象＝幼児～小学生

▼内容＝連続おはなし会や大画面で見る上映会、紙で作
るセルフ工作、日本の児童文学をテーマにした特集展示、
ベストリーダー本クイズなど
◉問合せ先＝中央図書館☎23局4946

【渥美図書館】

▼期間＝４月20日土～５月６日月・日

▼対象＝幼児～小学生

▼内容＝おはなし会ラリーや図書館クイズ、
おすすめコーナーなど
◉問合せ先＝渥美図書館☎33局1114

　  http://www.city.tahara.aichi.jp/section/library/

●中央図書館
　一　般 ▼４月13日土～５月９日木　　「アタマとカラダの体操」
　子ども ▼４月13日土～５月19日日 　「おとうさん、おかあさんも読んだ　日本の児童文学」
●赤羽根図書館
　一　般 ▼４月13日土～５月９日木　　「図鑑」
　子ども ▼４月13日土～５月９日木　　「いっしょに、なかよく、ともに生きる」
●渥美図書館
　一　般 ▼４月13日土～５月９日木　　「山へ行こう！海へ行こう！！」
　子ども ▼４月13日土～５月９日木　　「あそんじゃおう！！」

祝

祝

▲図書館ホームページ

◎こどもブックフェスタを開催します！ ◎『ｉ
ア イ パ ッ ド

Ｐａｄあります！』

詳しくは、図書
館で配布してい
るチラシまたは
ホームページを
ご覧ください。
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◉チャレンジ「くるりんスキップ」
お友だちと一緒にやってみよう！
期間◦４月９日火～14日日

◉子
こ

育
そ だ

て講
こ う

座
ざ

ハグ
育児のヒントや心が
ホッとできるお話し
がいっぱいです。親子
でどうぞ。
日時◦４月17日水 午前10時～
テーマ◦心の根っこを強くする

◉みんなであそぼう
クッションボールを使っ
てストラックアウト！い
くつあたるかな？
ソフトバレーボールもで
きます。
期日◦４月20日土・21日日

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　　  http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様
よ う す

子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時（4月から開館時間を午前9時30分に変更）

▲何回飛べるか数えてみよう！

ひざを立ててすわり、
両腕を前に伸ばす。
おなかをへこませ、息
を吐きながら、おなか
を覗き込むようにして
背中を丸める。

息を吐きながら、体を
後ろに倒す。

息を吐きながら、両腕
を上げる。　の姿勢
に戻す。

※　～　をゆっくりと
した動作で数回繰
り返す生涯学習課　２３局3531

しっかりした呼吸をしながら腹筋を鍛えます。
両腕を上げるときには肩が上がらないように
し、起き上がるときには、おなかを縮めるつもり
で起き上がりましょう。毎日3分！継続は力な
り！ウエストのサイズダウンを目指しましょう！

かんたん腹筋でおなかすっ
きり！

１

２

２

２ ４

３

４

５７５７

１ ２

３ ４

　　広報たはらに掲載された写真
を、いただくことはできますか？

Ｑ

　　　　　　　広報たはらに掲載した写真は、
写っているご本人やご家族の方に、プレゼント
しています。ご希望の方は、田原市役所南庁舎
４階の広報秘書課までお越しください。
　また、焼き増しなどで後日のお渡しとなる場
合がありますので、
事前に電話連絡を
いただけると幸い
です。

▼広報秘書課　２２局０１３８

「市民の声」紹介

お気軽に、ご意見などをお寄せください。

▼あて先＝〒４４１ー３４９２
（住所不要）田原市役所広報たはら
　　 koho@city.tahara.aichi.jp

４ 月のお休み

１日月、８日月、15日月、22日月、
30日火

セ ン タ ー

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

「おはなし会」楽しかったよ！
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4

今月　納税・使用料の

水道料・下水道使用料金
（２・３月分）

口座引落日

納期限

国民健康保険税
（第１期分）

介護保険料
（第１期分）

火4月 30日

木４月2５日

人身28件（41件）
負傷23人（40人）
死亡1人（1人）
物損98件（209件）

火災0件（1件）
救急163件（360件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗3件（3件）
乗物盗4件（4件）
非侵入盗9件　（16件）

※（　）内の数字は平成25年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

2月

◉「安心」して暮らせる「安全」な街を目指して

　新入学（園）や新生活を迎えるこの時期は、一年の
中でも特に気が緩みがちになります。

【犯罪から子どもと女性を守りましょう！】

●子どもたちは、一人で行動する機会が増えるととも
　に、屋外での活動も活発になることから、連れ去り
　などの被害が心配されます。

●女性が被害者となるケースの多い、性犯罪やひっ
　たくりなどの被害防止は、日ごろから「自分が狙わ
　れているかもしれない」という意識を持つことが
　大切です。

　住民同士のあいさつ、不審者への声かけなど、地域
ぐるみの防犯運動に取り組み、地域の目で、子どもと女
性を犯罪から守りましょう！
～ 犯罪にあわない  犯罪を起こさせない  犯罪を見逃さない ～

0

25

50

75

100

0

5

10

15

20

30

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

宇連ダム・大島ダム
調整池の貯水率

水道料金の支払いは、便利な口座振替で

3/20現在
92.2％

12/1 12/1012/20 1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20 3/1 3/10 3/20

節水注意線
※節水注意線とは、この値を下回ると節水が
　開始されるラインのこと（節水率検討）

みんなの力で、きれいな川、たくさんの生き物が住む川を目指していきましょう。
●市内5河川の水質調査結果

12月 2月 5月 7月 9月 11月 1月

汐川
蜆川
今池川
免々田川
天白川

（　　 ）

　

1
か
ら
4
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
の一つ
と

し
て
、
○
○
○
○
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
田
原
を

10
月
に
開
催
し
ま
す
。

２　

地
域
福
祉
課
に
、
手
話
通
訳
○
○
○

申
し
込
み
、
相
談
な
ど
を
行
う
窓
口
を

設
置
ま
す
。
詳
し
く
は
18
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

３　

今
月
の
ヘ
ル
シ
ー
ナ
の
健
康
応
援
ナ

ビ
は
「
予
防
接
種
」
が
テ
ー
マ
で
す
。

○
○
○
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、
24

頁
で
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

４　

平
成
25
年
度
の
主
な
取
組
事
業
の一つ

は
、
快
適
で
賑
わ
い
の
あ
る
市
街
地
づ
く

り
を
目
指
し
、
○
○
○
○
景
観
保
全
に

配
慮
す
る
た
め
の
景
観
形
成
基
準
を
策

定
す
る
こ
と
で
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
４
月
19
日
（
金
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
３
月
号
の
答
え
】
そ
つ
ぎ
ょ
う

（
応
募
総
数
58
通
中
、
正
解
57
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

3

4

1

2
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ドッヂボールで勝つことが
できて、うれしかったよ。

自然の中から題材を選
び、皿一面に描くこと
ができました。ぼかし
の技法も見事です。

評 評

初めての版画は、こするのが
とてもおもしろかったよ。

はじ　　　　　　はん が

　　 さとし　　　　　

泉小学校６年

山内唯叶くん
　　　　 ゆ い 　と

赤羽根保育園

宮下凜々ちゃん（６歳）

渡邊

    美
紀

 先
生

赤羽根保育園

本多 智くん（６歳）

伝統的な花鳥風月から
題材を選び、模様をパ
ターン化して描くこと
ができました。

評 髪を切って変身した時の作品。髪の毛にこ
だわりながら丁寧にできましたね。

かみ　　 き　　　　　へんしん　　　　とき　　　さくひん　かみ　　　け

　　　　　　　　　　　　ていねい

　　　　

評 一番の思い出のドッヂボール大会。楽しかった
様子が伝わってきますね。

いちばん　　おも　　　で　　　　　　　　　　　　　　　たいかい　たの

　よう す 　　　つた

 　　　　　　　　　　　　　　

　　

皿の絵付け 皿の絵付け

  か

   　　

　 　 　り     り

泉小学校６年

河合恭佳さん
　　　　　 　 　　  きょう　か

※4月から2人とも新一年生になります

※4月から2人とも中学生になります

65,459人　総人口

32,988人　男性

32,471人　女性

21,７21世帯世帯数

45人出生 59人死亡

108人転入 145人転出

－51人増減 ※増減は2月中です

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１８８.８１km2

（平成２5年3月１日現在）

本誌は再生紙を使用しています。

N
o.735 平

成
25

年
4

月
１

日
号

●
編

集
・

発
行

／
田

原
市

役
所

政
策

推
進

部
広

報
秘

書
課

●
電

話
／

0531 -22 -1111（
代

表
）

●
E

メ
ー

ル
／

koho@
city.tahara.aichi.jp

▼
広
報
チ
ー
ム
に

加
わ
り
も
う
一

年
。月
日
が
経
つ

の
は
早
い
も
の
で

す
ね
。春
の
日
差

し
を
受
け
な
が
ら
、磯
の
香
り
を
求

め
て
久
し
ぶ
り
に
太
平
洋
ロ
ン
グ

ビ
ー
チ
へ
。高
校
へ
進
学
が
決
ま
っ

た
中
学
生
に
お
願
い
し
て
撮
っ
た
一

枚
。期
待
に
胸
弾
む
若
者
の
表
情
は

と
て
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。（
Ｉ
）

▼
今
年
の
桜
の
開
花
は
少
し
早
く
、

入
学
式
に
は
散
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
で
も
き
ら
き

ら
輝
く
新
一
年
生
の
笑
顔
は
、桜
の

花
に
も
負
け
な
い
春
ら
し
さ
を
感
じ

ま
す
。私
も
、４
月
か
ら
広
報
を
読
む

側
か
ら
作
る
側
に
加
わ
り
ま
し
た
。

右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
１
年
生
、心

機
一
転
が
ん
ば
り
ま
す
。（
Ｏ
）

▼
新
し
い
年
度
の
始
ま
り
は
初
心
を

思
い
出
す
機
会
。広
報
担
当
と
し
て

５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、常
に
新

鮮
な
気
持
ち
と
緊
張
感
を
大
切
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
）

【
表
紙
の
写
真
】栄
光
に
向
か
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
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